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感謝の花束 三輪さやか 第69号 

『ふるさとの景色を守り創り出そう』「景観法」とは？ 

 2007年が始まりました。年末年始に亀山を離れた方も大
勢いらっしゃったことでしょう。そんな皆さんも亀山に

戻ってきて、車窓から見える風景にほっとされた方も多

かったのではないでしょうか。 

 起伏にあふれた地形、朝に夕にその色を変える山々、古

い家並みと近代的な施設の織り成す風景はわが町の原風景

です。この景観を守り、創り出すのに大切な役割を担って

いく専門家でもある建築士の皆さんから想いを語っていた

だきました。 

未来が自分たちに託される！ 
 近年、地域住民によるまちづくりもさまざまな分野で行われ亀山らしさを大切に思う気運は高まってき

ているようです。それでもこの10年で亀山らしい風景がところどころで消えてきたと感じることもありま
す。各所にホテルやアパートが建ち並び、駅前や商店街は空洞化しました。一方、大きなチャンスだと思

われる流れが国の中心から起こってきています。その名も「美しい国づくり政策大綱」(2003年7月)。美し
い国土を創っていこう、その流れを法によってサポートしようというものです。ここで謳われた法「景観

法」が2004年6月に施行されました。この法律は、地域のよさを地域が考えて、その基準や管理の仕方、
どんなものを扱うかまで地域の裁量が発揮できるものとなっています。まさにこれからの亀山の未来は自

分たちの手で描くことができる時代がきたのです。亀山らしい風景は、昔からの鈴鹿山系の山並みや東海

道宿場町の面影、茶畑や棚田など地場産業の姿であり、人々が集い語らう、ま

ちなかの雰囲気でした。しかし時代の流れは人々の活動とその暮らし、風景を

変化させました。これからの営みの中で亀山のよさを活きた風景として創り出

していきたい。それは冷凍保存するようなかたちでなく、亀山のもともとのよ

さを活かしこれからの時代に輝かせたい。そうすれば何倍もの魅力的な風景に

生まれ変われると思います。散歩したくなるような、また人々が憩う場となる

ような風景を育んでいくまちを目指し地域に根ざした建築士の１人として、そ

の役割を担っていきたいです。  （奥田裕子 １級建築士） 

 

景観法に注目が！ 
 12月9日 伊賀市で景観シンポジウムが開催されました。主催は県土整備部景観まちづくり室で「美しい
みえの風景をみんなで守ろう、みんなで育てよう」がテーマでした。伊賀市は、県下で初めてまちの美化

のため罰則や命令など強制力を持つ「景観行政団体」となったばかりです。私たちがこの美しい三重の景

観を守り育てていくために、何ができるかをみんなが気づき行動するきっかけとなるように、このシンポ

ジウムは開催されました。「宿場のにぎわい復活一座」は地域の人々とともに亀山宿の賑わいを取り戻そ

うと行っている屋号掛けを紹介しました。松阪からは旧参宮街道沿いで修景整備や歴史的な町並み整備を

行っている「まっさか参の会」、二見からは「おひなさまめぐり」の紹介があり、おひなさまを飾ること

で単なる「まち歩き」でなく古い座敷やおうちを見せ、お茶を振舞ったりして遠来の皆さんとの話の輪が

広がります。また新潟の村上市では1枚1000円で市民に協力を募りブロック塀に板を張ることで景観の維
持と皆が同じ思いで町並みを守っていこうとする運動につながっています。 

 亀山では、野登山が石灰岩採掘で開発されるという危機がありましたが幸いにも市民の力で守ることが

できました。関の町並み、坂本の棚田、守っていきたい風景は亀山にもたくさんあります。美しい亀山の

風景を守り育てていくためにも「景観法」に注目していきましょう。（中浦豊子 １級建築士） 

中の山パイロットから 
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誰でも申込不要で参加できます。 

～市民交流の日～ 市民協働センターを語ろう 
 12月の交流の日は、クリスマスが近いので各自お菓子や飲
み物を持参して集まりました。テーマは｢市民協働センター

を語ろう｣です。 

 最初に市民参画協働室から工事の進行状況と完成後の概要

の説明があり、それについての質問やどのように使うかにつ

いてを熱心に語り合いました。 

 【市民協働センター】 

所在地 亀山市東町1丁目地内 
開館時間 午前9時から午後10時 
休館日  12月29日から1月3日 

【1階】 
・多目的ホール 市民交流の場とし、作品展示、ミーティング、講演会等に利用できます。 

・情報コーナー 市民活動や生涯学習、行政情報を発信したり、収集できるコーナーです。 

・パソコンコーナー 資料作成、情報収集に利用できます。 

・レターケース 郵便物の受け取りやグループ内の書類の受け渡しに利用できます。 

・ロッカー グループのメンバーが共有する物、書類を入れることができます。（1ヶ月100円） 
・作業室  コピー機、印刷機、紙折り機、裁断機があり、作業をすることができます。 

【2階】 
・会議室  大会議室・第１会議室・第２会議室・和室（14畳） 
スタッフ募集中 

 市民協働センターに関わるスタッフを募集しています。くわしくは、市民参画協働室までお問い

合わせ下さい。募集期間：2月1日（木）から2月20日（火）まで 

市民活動紹介コーナー 
新しい市民活動グループが、次々と誕生しています。その中のいくつかを紹介

させてもらいます。 
★ 第九を愛する会 
「さいまつコンサート」で、ベートーヴェンの「第九交響曲第4楽章 合
唱」の参加者の仲間で、合唱の勉強や親睦を図って、広く市民の皆さんに

も喜んで頂ける市民音楽活動をしていこうと、歩み始めています。 
昨年11月には、プロの演奏家による「ひとのわコンサート」を鈴鹿馬子唄
会館で主催し、会場の人たちに深い感動を与えることが出来ました。 

★ 亀山宿語り部の会 
亀山宿を訪れる人たちに、ボランティアガイドでおもてなしをしようと、行政からの呼掛けで、

「語り部」として関わってきた人たちが中心になり、新しい人も加わって、昨年の12月に結成さ
れました。 

★ ふるさと文化資産保全活用研究会 
三重県が主催した「歴史的・文化的資産保全活用推進員養成講座」の亀山・鈴鹿地域の受講生を

中心に、講座で学んだことを活かしながら地域の文化資産の保全・活用を進める組織が発足しま

す。1月20日（土）1時半から旧舘家住宅で発足記念式典が開催されます。 
  その他、「市民活動チャレンジ講座 おもちゃドクター現る～長嶋おもちゃ病院の取り組み」の 

 受講生が中心になり、亀山でも、「おもちゃ病院」の開院が近く具体化するようですよ。 
 今年も元気いっぱい、市民活動の輪がどんどん大きく広がって行きますように！ 
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誰でも申込不要で参加できます。 

屋号看板の付け替え 
 宿場の賑わい復活一座では東海道筋に掲げられた約400枚の屋号看板の整備を始めています。 
2001年の秋から2年間かけて設置した屋号看板も各所で傷みが目立ってきました。 
 そこで今回は材料もヒノキの板を用意し古い個所から逐次、交換をすることになりました。 

 板も前回より大幅に厚くなりこれなら10年以上はもちそうです。板の裁断、削りまで会員一同で
行いました。今度はヒノキ材なので、作業場にいい匂いが立ち込めました。前回同様書道の先生方

に題字をお願いし西町から交換を始めました。ケーブルテレビも取材に来ました。東海道ツアーの

団体さんもいい場面に出会えたとシャッターをきります。年末の忙しい時期でしたがとりあえず西

町一帯の看板の交換を終えました。この内容はZTVから放映されます。 
●題名：『新しい時代の公』Ｐａｒｔ１  チャンネル：ＺＴＶ１５チャンネル  

放送日：２月中の毎土曜日１５：００～１６：００「ケーブルネットワークみえ」 

（１５：４０～１６：００頃） 

亀山から富士山を見よう！ 
 お正月には決まって富士山特集が繰り返し放映されます。歌に絵画に子ど

もも大人も世代を超えて愛される日本の象徴、富士山は私たちの心の原点で

す。さて亀山から富士山が見えるでしょうか？またどのように見えるので

しょうか？最近はカシバードというパソコンのシミュレーションで検証でき

るようになりました。市内の高台の各所（小川のゴルフ場、明星が岳、野登

山、仙ヶ岳）でどうなるかやってみました。結果は明星が岳でやっと富士山

の頂上が南アルプスの山々の上に姿を出す程度でやはり野登山まで登らない

とそれらしくは確認できませんでした。 

 写真は亀山の最高峰仙ヶ岳（標高960ｍ）から眺めたと仮定した画像です。もっとも実際にこの
ように見えるのは天候に恵まれ「もや」が無い極めて条件がそろったときで、そうめったには無い

でしょう。（伊藤） 

 

 パソコンソフトカシ

バ ー ド（無 料）で シ

ミュレートした仙ヶ岳

からの眺めです。野登

山もほぼ同様です。 

 伊勢湾のはるか先に 

南アルプスの山々や富

士山も顔を出します。 
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市民活動ニュースに掲載する情報・お便りを募集し

ています。詳しくは市民参画協働室まで 

２月市民交流の日｢きらめき亀山２１｣ 

日時：2月21日（水）19：30～ 
場所：市役所3階大会議室 
参加費：無料 

＊会場まで直接お越しください。 

内容：テーマ｢私はこんなことできる 私はこんな

ことしたい｣ 

＊あなたのやってみたいことは何ですか？自分ので

きること、やってみたいことを皆に披露して、始め

の一歩を踏み出してみませんか？みんなの力を生か

せば、亀山はますます魅力のあるまちになるのでは

ないでしょうか？ 

亀山市市民協働センター利用者説明会 

日時：2月15日（木） 
昼の部 午後1時30分から 
夜の部 午後7時から 
＊どちらか一方にご出席下さい。 

場所：市役所3階大会議室 
申込・問い合わせ先：市民参画協働室 

                （℡84-5008） 
どなたでもご参加いただけます。 
 

KIFAMMIGO2007 ふれあいひろば  
～サファリのくにからこんにちは～ 
と き： 2007年2月18日（日） 
  午前10時～午後3時半 
ところ： 亀山市青少年研修センター  
毎年2月は恒例の国際交流イベント KIFAMIGOです。 
今回はJICA（国際協力機構）国際協力キャラバン2007 in Kameyama 
との連携で楽しいものになりそうです。 

三重県国際交流員のケニア・ナイロビ出身ジョン･オポンドさんが亀山にやってきます。 

一緒に歌い踊りましょう。         KIFA亀山国際交流の会 

第7回市民交流会 

 ｢5年後の私と亀山～聞いてみよう、

話してみよう、そして広げよう｣ 
 5年後の2012年、あなたはどんな亀山で
あってほしいと思いますか？そのために

は、今から何をしていけばよいでしょ

う。アイディアを出し、自ら関わり、仲

間と実行しましょう。 

日時：2月25日（日） 
   午前10時から 
場所：亀山市立亀山西小学校 

＊託児・昼食あります。 

主催：第7回市民交流会実行委員会 
問い合わせ先：市民参画協働室 

第1回傾聴ボランティア養成講座 
テーマ｢こどものこころ｣ 

日時：2月7日（水）午後1時30分から 
場所：市総合保健福祉センターあいあい 

   2階研修室 
講師：こども総合支援室長 志村浩二 

問い合わせ・申込先 

ボランティア連絡協議会 明石 82-0204 
ボランティアセンター 82-7985 


